
ロールボックスパレットの取扱い作業中の労働災害発生状況

ロールボックスパレット（以下「ＲＢＰ」という。）とは、一般的にカゴ車あるいはカゴ台車などと呼ばれて
いる人力運搬機で、小売業などにおいても国内で広く普及している。令和２年に発生した陸上貨物運送事業の
荷役作業における休業４日以上の災害のうち約1,000件がＲＢＰの取扱い作業中に被災したものである。

② テールゲートリフター利用時が約２割と最多

労働災害の発生原因（令和２年）

出典︓労働者死傷病報告

不適切な取扱い 849
（83.9%）

その他・不明 127
（2.5%）構造上の不備 36

（3.6%）

ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾘﾌﾀｰ 201

（19.9%）

狭隘な作業場所 130
（12.8%）

段差 94（9.3%）

傾斜地 73（7.2%）
人との輻輳 28（2.8%）

不整地 2（0.2%）

その他・不明 484
（47.8%

ロールボックスパレット

テールゲートリフター

① ＲＢＰの「不適切な取扱い」※が約８割と最多
※不適切な取扱い例

 車輪ストッパーをかけずに、テールゲートリフ
ターにより昇降したこと

 最大積載量を超えた積載をしたこと


